
 

  

■ はじめに 
近年、光や温度などの外部刺激に応答して物性が

変化する刺激応答性ソフトマテリアルの研究が盛んに

行われている。例えば、光応答性分子であるアゾベン

ゼンのトランス－シス光異性化を利用すると、液晶の配

向や高分子の表面自由エネルギーを、光で大きく変調

できることが知られている 1-4。我々は、アゾベンゼンの

光異性化反応に基づく高分子材料表面の形状変化に

おいて、メカニズムの１つとして考えられているアゾベ

ンゼンのトランス-シス-トランス光異性化サイクルによる

高分子の光可塑化に注目し、高分子、アゾベンゼン誘

導体、そして液晶からなる複合材料を用い、アゾベンゼ

ン誘導体の光異性化反応に伴う複合材料の動的粘弾

性やガラス転移温度の変化（光誘起物性変化）を検討

してきた。その結果、高分子に対するアゾベンゼン化

合物と液晶の割合が増えるにつれて、ガラス転移温度

の低下幅が大きくなることを見出した（Fig.1）。そして、

ガラス転移温度の光変化を利用した光自己修復材料

や光粘接着材料の開発に成功した。本研究では、複合

材料の自己修復速度や粘接着力に与える高分子の化

学構造や分子量等の影響を検討した。 

■ 活動内容 
１．高分子/光応答性液晶複合材料の作製  

アゾベンゼン誘導体（4-butyl-4’-methoxy azobenzene）を

ネマチック液晶（4-cyano-4’-pentylbiphenyl）に添加して光

応答性液晶を調製した。この光応答性液晶を高分子に対

して異なる組成比で混合することで高分子/光応答性液晶

複合材料を調製した。 
 

２．光自己修復特性に与える高分子分子量の影響の検討 
分子量1万以下と10万以上のポリメタクリル酸メチル

（PMMA）を種々の割合で混合し、高分子/光応答性液晶

複合材料を調製した。この複合材料を用いて、光自己修

復の速度を評価し、光自己修復特性に与える高分子の分

子量（運動性）の影響を検討した。 
 

３．光粘接着特性に与える高分子化学構造の影響の検討 
非極性高分子のポリスチレン（PS）と極性高分子の

PMMAをそれぞれ用いた複合材料を調製し、種々の光照

射条件下での粘着力と接着力を評価し、光粘接着特性に

与える高分子の化学構造（極性）の影響を検討した。 
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Fig.1 Effect of weight fraction of Azo-doped LC on Tg of 
PMMA/Azo-doped LC composites with and without the 
irradiation of UV-light. 
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